
千
曲
市
民
１
万
２
０
０
０
人
分
の
署
名

５
月
12
日
、
長
野
千
曲
総
合
技
術
新

校
再
編
実
施
計
画
の
第
７
回
懇
話
会
が
千

曲
市
役
所
内
で
開
か
れ
た
。
開
催
は
１
月

以
来
で
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
初
。

県
教
育
委
員
会
高
校
再
編
推
進
室
の
佐

野
浩
一
郎
室
長
は
、
４
月
７
日
に
「
豊
か

な
学
び
を
育
む
会
」（
会
長
・
小
川
市
長
）

か
ら
千
曲
市
内
に
高
校
２
校
の
存
続
を
求

め
る
署
名
１
万
２
０
０
０
人
分
の
提
出
を

受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
。「
皆
様
の

要
望
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け
止
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
の
武
田
教
育
長
の
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
た
。
小
川
市
長
は
「
新
し

い
豊
か
な
学
び
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

提
供
す
る
た
め
の
校
地
の
選
定
な
ど
、
ご

配
慮
頂
き
た
い
」
と
重
ね
て
要
望
し
た
。

い
よ
い
よ
始
動
す
る
校
地
の
選
定

会
議
で
は
新
校
の
校
地
の
検
討
の
進
め

方
に
つ
い
て
「
校
地
検
討
部
会
設
置
要
綱
」

の
案
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
会

議
は
原
則
非
公
開
で
、
懇
話
会
と
「
同
日

開
催
」
を
基
本
と
す
る
こ
と
や
、
構
成
員

は
８
人
か
ら
10
人
で
自
治
体
関
係
者

（
副
市
長
、
教
育
長
等
）
や
産
業
界
の
代

表
、
同
窓
会
（
各
校
１
名
）、
各
学
校
長

な
ど
、
と
の
説
明
が
さ
れ
た
。
懇
話
会
の

構
成
員
か
ら
は
検
討
部
会
が
懇
話
会
と
同

時
間
帯
の
開
催
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
や
、

校
地
検
討
部
会
の
会
議
は
懇
話
会
よ
り
多

く
す
る
べ
き
、
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
、

部
会
の
設
置
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

校
地
の
候
補
地
に
つ
い
て
佐
野
室
長
が

「
ま
ず
屋
代
南
と
更
級
農
業
に
代
わ
る
県

有
地
が
あ
る
か
検
討
す
る
。
そ
れ
が
な
い

と
い
う
事
に
な
っ
た
場
合
、（
屋
代
南
か

更
農
か
）
い
ず
れ
か
の
校
地
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
く
る
」
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
校
地
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
ど
う

い
う
観
点
か
を
し
っ
か
り
示
す
と
し
て

「
例
え
ば
駅
か
ら
の
距
離
と
か
、
ほ
か
の

商
業
施
設
と
の
利
便
性
、
文
化
施
設
か
ら

の
距
離
な
ど
。
そ
れ
を
す
べ
て
含
め
て
観

点
を
決
め
て
、
皆
さ
ん
で
し
っ
か
り
協
議

す
る
（
佐
野
室
長
）」
と
の
こ
と
だ
。
校

地
検
討
部
会
で
の
協
議
内
容
は
そ
の
都
度

懇
話
会
に
も
報
告
し
て
意
見
を
も
ら
う
が
、

最
終
的
な
決
定
は
県
の
教
育
委
員
会
が
行

う
と
し
て
い
る
。
検
討
部
会
の
立
ち
上
げ

は
秋
ご
ろ
の
予
定
。

い
よ
い
よ
新
校
の
場
所
が
ど
こ
に
な
る

の
か
が
決
ま
る
重
要
な
局
面
を
迎
え
る
。

な
お
、
次
回
第
８
回
懇
話
会
も
千
曲
市

が
会
場
の
予
定
（
期
日
は
７
月
か
８
月
）。
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地球の水と空気をもっときれいに

株式会社長野セラミックス

６月の花 山梔子
ク チ ナ シ

第６５号紙面構成
【第１面】特集／高校再編問題
【第２面】活動報告／令和７年
度総会【第３面】行政・社会／
新部長インタビュー【第４面】
特集／千曲市の図書館【第５面】
文化／ハンガリーデイ【第６面】
学校／千曲坂城クラブ【第７∼
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11 面∼ 12 面】カルチャー・
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信州ＢＷ・信州プロレスほか

ジャーマンアイリス観光花園
（倉科）

倉科のジャーマンアイリス観光花園が今年で
35年の歴史に幕を下ろす。園主の鮒田智子さ
ん（95）は知人に勧められたのがきっかけで
ご主人と一緒に長年ジャーマンアイリスを育て
てきた。「大勢の人たちに花を見てもらって、
好きな物を株で買ってもらう（鮒田さん）」こ
の手作りの花園は評判となり、今やおよそ450
種9000株の花を目当てに県内外から訪れる名
所となった。８年前にご主人が亡くなった後は
「息子と分担して耕運などは息子が、植えてか
らの管理は私がやってきた」そうだが、高齢と
なり今シーズン限りで閉園を決めたという。
今年は気温が低い日が続いたため例年より開

花が遅め。丹精込めて育てられた花々は色鮮や
かに咲き誇り、名残を惜しむかのようにいつも
より長く訪れた人の目を楽しませていた。

今月のちくま百景

【特集】

ちくま未来新聞
ＷＥＢ

千曲坂城地域 市民広報紙

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
観
光
花
園

鮒
田
智
子
さ
ん

長野県教育委員会高校再編推進室
佐野浩一郎室長

第
５
回
と
第
６
回
の
懇
話
会
で
グ

ル
ー
プ
討
議
し
た
「
学
び
の
イ
メ
ー

ジ
」
「
新
校
の
生
徒
像
・
学
校
像
」

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
第
８
回
の

懇
話
会
で
確
定
さ
せ
る
。

第
10
回
か
ら
第
12
回
で
新
し
い
学

校
の
形
（
設
置
課
程
・
学
科
、
活
用

す
る
校
地
・
校
舎
、
卒
業
後
の
進
路

保
障
な
ど
）
を
策
定
す
る
。

（
第
７
回
懇
話
会
資
料
・
学
び
の
イ

メ
ー
ジ
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
）

長
野
千
曲
総
合
技
術
新
校

今
後
の
日
程
は
？

第
７
回
懇
話
会
開
催

校
地
検
討
部
会
設
置
へ

屋代南高校

新
校
舎
は
屋
代
南
か
更
農
か

第７回懇話会（千曲市役所301会議室）

更級農業高校



令和７年(２０２５年) ６月１日発行 第６５号２面 【活動報告】

Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
の
悩
み
を
気
軽
に

相
談
し
合
い
、
最
新
情
報
を
共
有
で
き

る
学
び
場
「
ち
く
ま
デ
ジ
サ
ロ
ン
」
が

５
月
16
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
第
１

回
で
は
自
己
紹
介
に
続
き
、
日
々
の
Ｉ

Ｔ
に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
を
話
し
合

う
雑
談
タ
イ
ム
を
実
施
。
ミ
ニ
講
座
は

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
＆
マ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
の
使
い
方
」
と
「
ネ
ッ
ト
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
礎
」
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
後
半
の
フ
リ
ー
時
間
で
は
各
自
の

悩
み
や
課
題
を
共
有
し
、
参
加
者
同
士

で
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
。
次
回
以
降

の
開
催
は
戦
略
機
構
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ち
く

ま
未
来
新
聞
の
紙
面
で
告
知
す
る
。

ケーブルネット千曲
６月のおススメ

株式会社 信州ケーブルテレビジョン

５
月
18
日
の
作
業
で
は
第
２
か
ら
第
４
曲
輪
周
辺

の
ニ
ワ
ウ
ル
シ
の
除
去
な
ど
を
実
施
し
た
。
前
日
は

雨
が
降
っ
た
が
、
作
業
日
は
曇
り
空
の
下
で
の
作
業

と
な
っ
た
。

一
重
山
み
ら
い
会
議
は
来
た
る
６
月
15
日
に
「
千

曲
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
て
と
て
」
と
サ
ン
パ
ワ
ー

ふ
れ
あ
い
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
ち
く
ま
街

ま
ち
文
化
祭
２
０
２
５
」
に
参
加
す
る
。
文
化
祭
で

は
屋
代
城
の
見
学
会
を
企
画
し
て
お
り
、
当
日
午
後

０
時
半
よ
り
サ
ン
パ
ワ
ー
ふ
れ
あ
い
公
園
か
ら
山
頂

ま
で
登
る
。
参
加
費
用
は
無
料
。
希
望
者
は
当
日
会

場
に
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
展
示
ブ
ー
ス
は
（
一

社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
と
ち
く
ま
検
定
事

務
局
と
同
一
。

ち
く
ま
街
ま
ち
文
化
祭
公
式
サ
イ
ト

（
詳
細
は
下
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
）

ち
く
ま
街
ま
ち
文
化
祭
に
参
加

一
重
山
み
ら
い
会
議

定例作業の様子（５月18日）

５
月
２
日
、
ち
く
ま
未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
の
令
和
７

年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
令
和
６
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
お
よ
び
令
和
７
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。

６
年
度
は
「
ち
く
ま
未
来
戦
略
サ
ロ
ン
」
事
業
と

し
て
６
月
20
日
（
ｖ
ｏ
ｌ
．
30
「
長
野
県
の
高
校
改

革
」
講
師
・
フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
矢
島
隆
生

社
長
）
と
１
月
18
日
（
ｖ
ｏ
ｌ
．
31
「
み
ん
な
が
輝

く
未
来
社
会
を
創
る
」
パ
ネ
リ
ス
ト
・
滝
沢
玲
奈

さ
ん
、
宮
城
恵
美
子
さ
ん
、
峯
村
玲
子
さ
ん
）
の

２
回
開
催
。
ほ
か
に
市
民
が
集
い
「
ま
ち
の
未

来
」
な
ど
を
自
由
に
話
し
合
う
「
ち
く
ま
未
来

チ
ャ
ッ
ト
」
を
継
続
し
て
開
催
し
た
（
５
月
、
９

月
、
12
月
の
全
３
回
）
。
ま
た
、
一
重
山
み
ら
い
会

議
か
ら
は
戦
国
武
将
・
屋
代
秀
正
の
漫
画
解
説
本

の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
設
立
時
理
事
・
監
事
等
役
員
の
改
選

に
つ
い
て
も
協
議
。
新
役
員
は
６
月
に
開
催
さ
れ

る
総
会
で
承
認
さ
れ
る
予
定
だ
。

さ
ら
は
に
ズ
ム

ち
く
ま
論
説

▼
里
山
の
整
備
や
希
少
植
物
の
保
護

な
ど
様
々
な
環
境
保
護
活
動
を
続
け
て

き
た
千
曲
市
環
境
市
民
会
議
の
解
散
が

４
月
の
定
期
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
同

市
民
会
議
は
「
千
曲
市
環
境
基
本
計

画
」
の
策
定
に
携
わ
っ
た
市
民
委
員
に

よ
っ
て
平
成
18
年
９
月
に
誕
生
。
し
か

し
、
設
立
か
ら
19
年
を
経
過
し
会
員
の
高

齢
化
と
減
少
に
よ
り
活
動
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
た
と
い
う
。
▼
一
方
、
市
民

会
議
の
活
動
の
１
つ
、
沢
山
川
の
ジ
ャ

コ
ウ
ア
ゲ
ハ
・
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
保
護

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
屋
代
中

学
校
の
生
徒
が
総
合
的
な
学
習
の
テ
ー

マ
と
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
堀
口
強
前

代
表
は
「
活
動
を
引
き
継
い
で
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
」
と
話
す
。
（
詳
細
は
10

面
）
。
同
中
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
森
将
軍
塚
や
一
重
山
の

保
全
を
学
ぶ
な
ど
10
余
り
の
グ
ル
ー
プ
が

あ
る
と
い
う
。
他
地
域
で
も
中
学
生
ら

の
地
元
の
自
然
や
環
境
へ
の
関
心
の
高

ま
り
を
期
待
し
た
い
。
▼
現
在
の
「
第

二
次
千
曲
市
環
境
基
本
計
画
」
で
は
そ

の
目
的
を
『
市
民
、
事
業
者
、
市
な
ど

あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
が
、
連
携
し
て

環
境
問
題
の
解
決
に
む
け
て
行
動
す

る
』
と
定
め
て
い
る
。
環
境
市
民
会
議

が
果
た
し
て
き
た
大
き
な
役
割
を
次
世

代
へ
継
承
す
る

た
め
に
も
行
政

と
市
民
が
手
を

携
え
た
よ
り
密

接
な
連
携
が
求

め
ら
れ
る
。

（
Ｗ
・
Ｓ
）

ち
く
ま
デ
ジ
サ
ロ
ン

（
一
社
）

ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構

ちくまデジサロン
（会場：ちくま未来ステーション ５月16日）

フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
・
千

曲
市
屋
代
）
が
主
催
す
る
「
第
３
回
ひ

な
た
短
編
文
学
賞
」
の
詳
細
が
決
定
し

た
（
共
催
は
Ｍ
Ｆ
Ｕ
）
。
第
３
回
の

テ
ー
マ
は
「
あ
ら
た
な
一
歩
」
。
第
１

回
か
ら
の
「
生
ま
れ
変
わ
る
」
も
同
賞

の
恒
久
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。
本
紙
連
載
中
の
小
説
家
・
塚
田
浩

司
さ
ん
（
柏
屋
当
主
）
が
引
き
続
き
選

考
委
員
長
を
務
め
る
。
後
援
は
（
一

社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
、
ち

く
ま
未
来
新
聞
の
ほ
か
千
曲
市
、
信
州

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
。
募
集

期
間
は
６
月
２
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

で
「
大
賞
」
「
Ｍ
Ｆ
Ｕ
賞
」
「
双
葉
町

長
賞
」
「
太
田
屋
賞
」
が
各
１
作
品
、

そ
の
ほ
か
佳
作
な
ど
が
選
考
さ
れ
る
。

第
３
回

ひ
な
た
短
編
文
学
賞

公
式
サ
イ
ト
（
上
）

塚
田
浩
司
さ
ん
（
下
）

令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会

ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構

「ちくま街まち文化祭2025」
日時：６月15日（日）

10時から14時（雨天決行）

■
令
和
７
年
度
会
員
総
会
＆
第
２

回
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
日
時
】
６
月
19
日
（
木
）
午
後

４
時
～

【
会
場
】
ち
く
ま
未
来
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

Ｒ７年度第１回理事会（５月２日）

（
写
真
）
沢
山
川
の
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
保
護
活
動
に

参
加
す
る
屋
代
中
の
生
徒
達
（
５
月
１
６
日
撮
影
）

未来戦略広場

当紙ではみなさまからの「未来戦略・提言」
を広く募集しています。文章量は150∼200字
程度でお願いします。
提言には必ずお名前とお住まいの地域をご明示

下さいますようお願いします。
掲載時は匿名・ペンネームも可能です。
【メール】 info@ckm-mirai.org
【郵便】〒387-0012千曲市桜堂521
ちくま未来新聞「十文字風」宛て

十文字風
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政
府
は
今
年
の
春
の
叙
勲
の
受
章

者
を
４
月
29
日
に
発
表
し
た
。
長
野
県

関
係
の
叙
勲
者
は
89
人
。
千
曲
市
か
ら

の
叙
勲
者
は
以
下
の
通
り
。

旭
日
小
綬
章

産
業
振
興
功
労
・
武
井
音
兵
衛
さ
ん

（
現
・
千
曲
商
工
会
議
所
会
頭
）

地
方
自
治
功
労
・
和
田
重
昭
さ
ん

（
元
・
千
曲
市
議
会
議
員
）

瑞
宝
双
光
章

学
校
保
健
功
労
・
菅
谷
晴
彦
さ
ん

（
現
・
学
校
医
／
菅
谷
医
院
）

ま
た
春
の
褒
章
で
は
県
内
在
住
者

か
ら
６
人
が
選
ば
れ
て
い
る
（
う
ち

千
曲
市
は
１
人
）
。

黄
綬
褒
章

高
村
秋
光
さ
ん
（
合
資
会
社
・
高
村

商
店
三
代
目
）

５
月
28
日
に
は
東
京
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
た
。

春
の
叙
勲
・
褒
章

千曲市と㈱ブリヂストンタイヤサービ
ス信州は災害時における緊急支援業務等
に関する協定を締結した。市内内川に
オープンするタイヤ館千曲で５月20日、
協定締結調印式を執り行った。
協定は地震や風水害などの発生時にブ

リヂストンタイヤサービス信州が千曲ト
ラックセンター（雨宮）を避難場所とし
て提供するもの。倉庫棟に60人、駐車場
に車20台を受け入れる。さらに千曲市が
所有する緊急車両や災害時に使用する車
両のタイヤの交換、修理及び点検等を行
う。ブリヂストンタイヤサービス信州は
自治体との緊急支援業務の提携協定は初
めて。大野敦司社長は「ブリヂストンの

社是の『最高の品質で社会に貢献』同
様、地域社会に貢献していきたい」と述
べた。避難所となる千曲トラックセン
ターは、2019年の台風19号災害も経
験。市内在住の社員が半数を占めてお
り、災害時には避難所運営に当たること
となっている。小川市長も「今回は車両
のサービスもしていただけるので非常に
心強い。市民の皆さんに安心感を与えて
もらえる」と話した。
この日は会場となったタイヤ館千曲の

プレオープンセレモニーも行われ、地権
者らに感謝状が贈られた。タイヤ館千曲
は６月６日正午にグランドオープン。当
日はキッチンカー等も出店するという。

災害時における緊急支援業務等
に関する協定を調印

千
曲
警
察
署
は
自
転
車
運
転

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
自
転

車
安
全
利
用
を
呼
び
か
け
る
街

頭
活
動
を
市
内
学
校
な
ど
と
協

働
で
実
施
し
た
。
今
年
度
屋
代

南
高
校
は
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
率
向
上
を
目
的
と
し
た

「
グ
ッ
ド
チ
ャ
リ
ダ
ー
モ
デ
ル

校
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
５

月
14
日
は
し
な
の
鉄
道
屋
代
駅

前
駐
輪
場
で
同
校
３
年
生
の
生

徒
５
人
と
と
も
に
自
転
車
利
用

者
に
チ
ラ
シ
を
配
布
。
シ
ョ
ー

ト
動
画
も
上
映
し
て
着
用
を
呼

び
か
け
た
。
自
転
車
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
率
は
小
中
学
校

で
は
８
割
に
達
す
る
が
、
高
校

で
は
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。
21
日
に
は
戸
倉
上
山

田
中
学
校
と
協
働
し
て
正
門
前

で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
た
。

お
坂
城
町
と
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主
催

で
、
４
月
20
日
に
「
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
埴
科
用
水
頭
首
工
周
辺
・
さ
か
き
千

曲
川
バ
ラ
公
園
周
辺
・
鼠
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

３
会
場
で
行
わ
れ
、
約
80
人
の
参
加
者
が
ゴ
ミ
を

収
集
し
た
。
こ
れ
は
「
自
然
遺
産
」
で
あ
る
千
曲

川
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
環
境
美
化
活
動
で
今
年
が
26
回
目
の
開
催
。
家

族
連
れ
の
住
民
の
ほ
か
、
坂
城
高
校
生
徒
会
の
生

徒
ら
も
参
加
し
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
不
燃
物
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
投
棄
さ
れ
た
ご
み
を

多
数
回
収
し
て
い
っ
た
。

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ｉ
ｎ
２
０
２
５

千
曲
署
が
屋
代
南
高
・
戸
上
中
と
協
働

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
呼
び
か
け

千曲市

（
右
）
屋
代
駅
前
駐
輪
場

（
左
）
戸
上
中
学
校
正
門

千曲市は手話が言語であることや、多様な
意思疎通の手段確保の重要性が市民に広く理
解されることを目指して「千曲市手話言語条
例」と「千曲市障がい者による情報の取得及
び利用並びに意思疎通の推進に関する条例」
を制定、今年度より施行した。長野県内では
県をはじめとして、千曲市を含め６市１町で
同様の条例が制定されている（一般財団法
人・全日本ろうあ連盟ホームページより）。
これに伴い千曲市長の定例記者会見では４

月から初めて手話通訳が導入された。

市長定例記者会見
「手話言語条例」制定で

手話通訳を導入

定例記者会見の様子（４月2３日）

踏
切
事
故
防
止
の
啓
発
（
松
代
踏
切
）

千
曲
警
察
署
で
は
踏
切
事
故
防
止
の
た
め
、

４
月
24
日
に
し
な
の
鉄
道
線
松
代
踏
切
（
屋
代
）

に
て
街
頭
啓
発
を
実
施
し
た
。
こ
の
前
週
に
は

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
南
松
本
駅
構
内
の
踏
切
で
乗
用

車
と
特
急
電
車
の
衝
突
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。
松
代
踏
切
は
道
幅
が
狭
い
う
え
に
見
通
し

が
悪
く
、
今
年
も
遮
断
棒
に
接
触
し
た
車
が
脱

輪
す
る
事
故
が
起
き
た
。
こ
の
数
年
は
年
１
回

程
の
ペ
ー
ス
で
同
様
の
事
象
が
あ
る
と
い
う
。

今
回
の
街
頭
啓
発
は
通
勤
者
の
多
い
午
前
７

時
30
分
か
ら
署
員
と
千

曲
交
通
安
全
協
会
の

会
員
の
ほ
か
、
し
な

の
鉄
道
か
ら
も
社
員

が
参
加
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
チ
ラ
シ
を

配
っ
て
安
全
確
認
を

呼
び
か
け
た
。

戸
倉
出
身
。
平
成
４
年
に
旧
戸
倉
町
役

場
に
入
庁
し
て
観
光
商
工
課
か
ら
農
政
課

で
勤
務
し
た
ほ
か
、
同
和
対
策
や
下
水
道

整
備
に
携
わ
っ
た
。
合
併
後
も
「
建
設
課

や
農
林
課
で
の
勤
務
が
比
較
的
多
か
っ
た

（
牧
部
長
）
」
と
い
う
。
建
設
課
で
は
市

道
の
維
持
・
補
修
、
農
林
課
で
は
鳥
獣
対

策
な
ど
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
観
光
課

で
課
長
と
し
て
業
務
を
担
当
し
た
が
、
今

年
度
よ
り
文
化
課
、
歴
史
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
課
、
日
本
遺
産
推
進
室

を
統
合
し
た
観
光
課
、
国
ス
ポ
・
全
障
ス

ポ
推
進
室
（
新
設
）
か
ら
な
る
文
化
観
光

ス
ポ
ー
ツ
部
の
部
長
に
就
任
し
た
。
同
部

で
は
「
観
光
を
軸
に
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
を

活
用
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す
」

と
い
う
。
千
曲
市
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
は
千
曲
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
最
た

る
も
の
で
、
11
月
の
開
催
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
の
面
で
は

地
域
の
個
性
を
反
映
し
た
名
所
・
旧
跡
、

博
物
館
や
美
術
館
へ
の
誘
客
と
と
も
に
、

今
年
は
千
曲
市
を
舞
台
と
し
た
ア
ニ
メ

「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
の
放
映
に
よ
る
効

果
に
も
期
待
を
か
け
る
。
牧
部
長
は
「
千

曲
市
は
交
通
の
要
衝
。
温
泉
が
あ
り
、
文

牧
健
一
部
長

新
部
長
に
訊
く

第
２
回

牧
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

協
定
締
結
調
印
式

ブリヂストン
タイヤサービス信州

出
張
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
で
の
タ
イ
ヤ
交
換
実
演

化
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
も
多
く
、

魅
力
の
あ
る
場

所
。
市
内
の
い

ろ
い
ろ
な
所
を

訪
れ
、
見
て
触

れ
て
体
験
し
、

千
曲
市
の
面
白

さ
、
楽
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
語

る
。



千
曲
市
内
に
は
、
戸
倉
図
書
館
、
更
埴

図
書
館
、
更
埴
西
図
書
館
と
各
地
域
に
３

つ
の
市
立
図
書
館
が
あ
る
※
注
。
こ
の
中

に
は
、
特
徴
あ
る
活
動
や
講
座
を
開
い
た

り
し
て
い
る
図
書
館
も
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ

や
予
算
の
事
情
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
特

に
更
埴
図
書
館
で
は
、
こ
の
５
月
か
ら
通

年
講
座
４
コ
ー
ス
が
開
か
れ
て
い
る
。

毎
月
一
回
開
か
れ
て
い
る
講
座
の
ひ
と
つ

に
「
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
ふ
し
ぎ
な
信

州
！
」
は
隣
に
あ
る
信
州
の
幸
あ
ん
ず
ホ
ー

ル
で
５
月
21
日
か
ら
毎
月
第
３
水
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
11
時
半
ま
で
。
講
師

は
長
野
県
地
理
学
会
の
市
川
正
夫
会
長
。

定
員
24
人
、
こ
の
ほ
か
「
俳
句
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」「
源
氏
物
語
の
世
界
」「
宇

宙
は
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
？
」
と
い
っ
た

講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
た
（
す
で
に
定
員
に

達
し
て
い
る
講
座
も
あ
る
た
め
詳
し
い
こ

と
は
更
埴
図
書
館
〔
電
話
０
２
６‐

２
７

３‐
２
９
８
９
〕
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）。

☆
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
講
座
も

こ
う
し
た
講
座
は
、
市
民
の
関
心
を
呼

ぶ
ケ
ー
ス
が
多
い
。
図
書
館
独
自
の
講
座

だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
７
月
26
日
に
第

20
回
人
権
を
守
る
市
民
集
会
の
記
念
講
演

で
は
美
容
家
で
タ
レ
ン
ト
の
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
さ

ん
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
う
予
定
だ
。
市

内
の
各
図
書
館
で
は
講
演
の
前
に
、
Ｉ
Ｋ

Ｋ
Ｏ
さ
ん
が
出
て
い
る
書
籍
、
雑
誌
の
貸

し
出
し
に
尽
力
す
る
と
い
っ
た
「
連
携
」

も
行
わ
れ
て
い
る
。
図
書
館
が
中
心
と
な

り
、
小
さ
く
育
て
て
連
携
し
た
行
事
に
市

民
の
多
く
は
期
待
し
て
い
る
。

☆
児
童
、
園
児
へ
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
と

「
お
は
な
し
会
」
に
期
待

更
埴
図
書
館
は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

希
望
す
る
方
に
「
読
書
ノ
ー
ト
」
を
配
り
、

た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
も
ら
う
活
動
を

し
て
い
る
。
対
象
年
齢
は
園
児
（
年
中
）

か
ら
中
学
生
ま
で
。
６
ヵ
月
以
内
に
「
読

書
ノ
ー
ト
」
に
読
ん
だ
本
を
記
録
し
、
す

べ
て
の
欄
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
図
書

館
に
持
参
す
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
。

「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
更
埴
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
お
り
、「
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
更
埴
図
書
館
で
は
、
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
よ
り
「
お
は
な
し
会
」

を
開
い
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
か
ら

「
お
は
な
し
会
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て
、

お
は
な
し
会
に
参
加
す
る
と
、
１
回
に
つ

き
１
つ
の
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
る
。
ス
タ

ン
プ
は
10
個
た
ま
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
も
ら
え
る
。「
ぜ
ひ
ス
タ
ン
プ
を
10
個

た
め
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
、
こ
ち
ら
も

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
読
書
ノ
ー
ト
」
や
「
お
は

な
し
会
」
の
開
催
は
、
子
ど
も
た
ち
が
読

書
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
、
読
書
活
動
が
生

活
の
一
部
に
な
る
よ
う
家
庭
、
地
域
、
学

校
等
が
連
携
し
て
社
会
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
読
書
活
動
の
推
進
が
大
切
と
し
て
い

る
。
市
役
所
や
ホ
ー
ル
が
近
い
更
埴
図
書

館
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
戸

倉
図
書
館
や
更
埴
西
図
書
館
で
も
さ
ら
に

独
自
講
座
な
ど
を
計
画
し
て
、
図
書
館
が

「
地
域
の
知
の
発
信
拠
点
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
市
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
の
関
連
予
算
が
十
分
か
ど
う
か
の

検
証
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
の
背
景
に

は
、
千
曲
市
が
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、「
千
曲
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
が

あ
る
。「
第
三
次
千
曲
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
の
計
画
期
間
（
令
和
２
年

～
令
和
６
年
）
が
満
了
と
な
っ
た
た
め
、

新
た
に
「
第
四
次
千
曲
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
策
定
さ
れ
た
。

限
ら
れ
た
予
算
や
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
の

ご
尽
力
だ
と
推
察
す
る
が
、
地
域
の
子
供

た
ち
の
未
来
へ
の
貢
献
は
大
き
い
。
ぜ
ひ

継
続
し
て
、
知
恵
を
絞
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
。

※
注

こ
の
ほ
か
に
上
山
田
公
民
館
図
書
室

が
あ
る
（
屋
代
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
図
書
コ
ー

ナ
ー
は
令
和
６
年
度
末
で
サ
ー
ビ
ス
終
了
）

（
本
紙
特
任
記
者

中
澤
幸
彦
）

令和７年(２０２５年) ６月１日発行 第６５号４面 【特集】

千曲市立更埴図書館

「
知
の
発
信
拠
点
」と
し
て

さ
ら
な
る
成
長
を

特
集

◆
千
曲
市
の
図
書
館
①

第20回人権を守る市民集会
合同開催︓令和7年度市民講座
記念講演︓トークショー

テーマ『歳を重ねても輝き続ける秘密』
〜あなたと私の素敵な人生のために〜
講師ＩＫＫＯさん（美容家・タレント）

７月26日（土）午後３時〜午後４時45分ごろ

応募期間5/31まで※既に定員に達しました

平成５年（1993）３月25日に旧
戸倉町で「科野の里ふるさと創造
館」が公民館と図書館を併設した
生涯学習の拠点として竣工
旧戸倉町ではふるさと創造館を

生涯学習センターと位置付けた
【戸倉図書館 ６月イベント】
図書館園児訪問
４日（水）五加保育園
５日（木）更級保育園
６日（金）上山田保育園

戸
倉
図
書
館

更
埴
西
図
書
館

（
田
毎
ふ
れ
あ
い
図
書
館
）

更埴西中学校の新校舎建築に合
わせ中学の一角に平成23年（2011）
４月竣工 学校図書館とは別に地
域開放型図書館を併設し、更埴図
書館の分館として管理運営を行う
愛称の「田毎ふれあい図書館」

は市民からの公募で決められた
【更埴西図書館 ６月イベント】
１５日（日）サン3おはなし会
（絵本の読み聞かせ・紙芝居など）

※毎月第３日曜日に開催



令和７年(２０２５年) ６月１日発行 第６５号５面 【文化】

市
民
の
有
志
団
体
「
日
本＝

ハ
ン
ガ

リ
ー
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
千
曲
」

（
若
林
由
美
子
実
行
委
員
長
）
は
４
月
19

～
20
日
の
２
日
間
、
戸
倉
創
造
館
で
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
デ
イ
２
０
２
５
ｉ
ｎ
千
曲
」
を

開
催
し
た
。
２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
及
び
リ
ス
ト
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
の
支
援
も
あ

り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
風
に
装
飾
さ
れ
た
館
内

で
大
使
館
員
の
手
作
り
グ
ヤ
ー
シ
ュ
ス
ー

プ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
来
場

し
た
家
族
連
れ
な
ど
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
文

化
を
楽
し
ん
で
い
た
。

同
団
体
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
国
際
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
金
子
三
勇
士
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
の

ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
「
０
歳
か
ら
参
加
で

き
る
演
奏
会
」
で
は
、
金
子
さ
ん
の
弾
く

ピ
ア
ノ
付
近
に
集
ま
る
子
ど
も
た
ち
に
華

麗
な
演
奏
を
披
露
し
た
。
金
子
さ
ん
を
囲

ん
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
行
わ
れ
た
後
、

大
ホ
ー
ル
で
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
音
楽
の
夕

べ
」
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
わ
れ
た
。

リ
サ
イ
タ
ル
終
盤
に
、
国
立
ハ
ン
ガ
リ
ー

バ
レ
エ
団
に
所
属
経
験
の
あ
る
浅
井
友
香

さ
ん
が
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
バ
レ
エ
の

コ
ラ
ボ
を
披
露
し
、
１
０
０
人
を
超
え
た

観
衆
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
２
人
を
讃
え
て
い
た
。

リ
サ
イ
タ
ル
を
聴
い
た
小
諸
高
校
音
楽

科
２
年
の
小
笹
恵
依
さ
ん
（
16
）
は
、

「
感
情
が
あ
ふ
れ
て
も
丁
寧
な
演
奏
で
聞

き
や
す
く
、
心
に
響
く
と
て
も
素
敵
な
演

奏
で
し
た
」
と
話
し
た
。
小
笹
さ
ん
に

と
っ
て
金
子
さ
ん
は
憧
れ
の
存
在
。
イ
ン

ス
タ
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
り
来
場
し
た

そ
う
で
、
２
日
目
に
行
わ
れ
る
「
金
子
三

勇
士
の
ピ
ア
ノ
・
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
」
に

も
参
加
し
、
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
同
団
体
は
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
国
際
的
な
視
野

を
育
む
機
会
を
提
供
す
る
架
け
橋
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
２
６
年
冬

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
子
ど
も

の
た
め
の
バ
ル
ト
ー
ク
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
参
加
す
る
千
曲
市
内
外
の
子

ど
も
た
ち
の
渡
航
費
な
ど
を
支
援
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
金

子
さ
ん
は
「
１
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
連
れ
て
い
き
、
１
週
間
の
滞
在
で
音

楽
以
外
に
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
本
選
参
加
者
を
決

め
る
予
選
会
は
２
０
２
６
年
夏
に
千
曲
市

で
開
催
さ
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
デ
イ
ｉ
ｎ
千
曲

金
子
三
勇
士
さ
ん
の
演
奏
会
な
ど
を
楽
し
む

長
野
信
用
金
庫
と
屋
代
南
高
校
の
生
徒
が
協
力
し
て
進
め
る
地

元
老
舗
お
や
き
店
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
創
業
昭
和
24
年
の
色
部
米
菓
（
桜
堂
）
の

看
板
商
品
で
あ
る
お
や
き
の
新
し
い
商
品
を
、
屋
代
南
高
校
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
が
考
案
し
販
売
す
る
も
の
。
長
野
信
用
金

庫
地
域
み
ら
い
応
援
部
の
手
が
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
高
校
生
が

参
加
す
る
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
。

５
月
15
日
に
同
校
で
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
５
人
と
色
部
米
菓
取
締
役
の
色
部
宏

子
さ
ん
ら
が
出
席
し
た
。
長
野
信
用
金
庫
屋
代
支
店
の
土
屋
課
長

か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
と
目
的
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
店
舗

見
学
や
出
張
講
座
な
ど
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
た
。

お
や
き
は
信
州
の
郷
土
食
と
し
て
家
庭
で
も
広
く
食
さ
れ
て
き

た
が
、
近
年
は
食
文
化
の
変
化
で
若
年
層
か
ら
の
購
入
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
色
部
米
菓
で
も
顧
客
層
の
中
心
は
40Ⅾ

代
か
ら

80
代
だ
と
い
い
、
色
部
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
固
定
観

念
が
あ
る
の
で
、
若
い
人
た
ち
に
斬
新
な
お
や
き
を
考
え
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
期
待
を
か
け
た
。
生
徒
た
ち
は
９
月
を
め
ど
に
試
作

品
を
完
成
さ
せ
、
12
月
の
発
表
会
で
成
果
を
披
露
す
る
。

（上）キックオフミーティング
（屋代南高校）

（下）色部米菓（桜堂355）

長
野
信
用
金
庫×

屋
代
南
高
校×

色
部
米
菓

老
舗
お
や
き
店
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発

５
月
18
日
、
上
山
田
文
化
会
館
大
会
議

室
で
千
曲
市
を
舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ
「
Ｔ

ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
の
製
作
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
ア
ニ
メ
講
座
が
開
講
さ
れ
た
。
今
回
の

講
座
は
小
中
学
生
が
対
象
で
、
公
募
で
選

ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
ら
お
よ
そ

80
人
が
参
加
し
た
。
講
座
は
映
像
の
歴
史

に
つ
い
て
の
解
説
か
ら
始
ま
り
、
世
界
で

初
め
て
作
ら
れ
た
映
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
動
画
な
ど
が
上
映
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
ア
ニ
メ
作
品
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
く
の
か
の
講
義
。
新
作
ア
ニ

メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
の
製
作
の
様
子

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

作
画
を
例
に
、
脚
本
に
基
づ
く
絵
コ
ン
テ

を
起
こ
し
て
原
画
～
動
画
を
描
い
て
い
く

工
程
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
実
際

に
会
場
で
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
が
動
画
の
カ
ッ

ト
を
描
い
て
実
例
を
見
せ
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

【
カ
ル
チ
ャ
ー
面
に
関
連
記
事
あ
り
】講座終了後 スタッフにサインを

求める子どもたち

小
中
学
生
対
象
の

ア
ニ
メ
講
座
を
開
催

雨
宮
の
法
輪
寺
で
は
例
年
５
月
８
日

に
お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝
う
「
は
な
ま

つ
り
」
を
執
り
行
い
、
そ
の
際
寺
所
蔵

の
「
釈
迦
涅
槃
図
」
を
参
拝
者
に
公
開

ね
は
ん

し
て
い
る
。
こ
の
釈
迦
涅
槃
図
は
縦
３

メ
ー
ト
ル
超
の
巨
大
な
も
の
で
、
天
井

近
く
か
ら
吊
り
下
げ
る
と
畳
に
届
く
ほ

ど
の
大
き
さ
。
釈
迦
が
沙
羅
双
樹
の
下

で
入
滅
す
る
際
に
周
り
へ
「
菩
薩
（
観

世
音
、
弥
勒
な
ど
）
」
「
十
大
弟
子
」

み
ろ
く

「
天
部
（
八
部
衆
）
」
「
在
家
（
国
王

な
ど
）
」
「
動
物
」
ら
五
十
二
衆
が
集

ま
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
澤
要

良
住
職
に
よ
る
と
、
涅
槃
図
は
長
野
市

の
真
言
宗
の
寺
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の

で
、
製
造
年
代
は
不
明
だ
と
い
う
。

釈
迦
涅
槃
図
の
一
部

（
５
月
８
日
撮
影
）

法
輪
寺
所
蔵
・

釈
迦
涅
槃
図
（
雨
宮
）

文
化
財
探
訪

シ
リ
ー
ズ

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
ス
タ
ッ
フ

屋
代
の
須
須
岐
水
神
社
で
５
月
３
日
、
春
の

例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

神
輿
の
巡
行
は
中
断
。
昨
年
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
形
式
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
６
年
ぶ
り

に
担
ぎ
手
に
よ
り
街
を
練
り
歩
い
た
。
屋
代
に

伝
統
の
「
ゆ
い
と
、
ゆ
い
と
」
の
掛
け
声
が
響

き
渡
っ
た
。
勢
獅
子
や
山
車
も
登
場
し
、
例
年

の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
。

須
須
岐
水
神
社

春
の
例
大
祭

神輿の巡行（写真提供：信州ケーブルテレビジョン）



令和７年(２０２５年) ６月１日発行 第６５号６面 【学校】

千曲坂城クラブ １８専門部紹介

千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ

陸
上
専
門
部
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

活
動
方
針
は
感
謝
、
協
力
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
で

す
。活

動
日
は
毎
週
日
曜
日
８
時
00
分
～
11
時
00
分
、

水
曜
日
17
時
30
分
～
19
時
30
分
（
変
更
の
場
合
あ

り
、
移
行
に
よ
り
平
日
追
加
の
場
合
あ
り
）

地
域
小
学
生
の
陸
上
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

内
容
は
全
体
ア
ッ
プ
、
ド
リ
ル
、
ラ
ダ
ー
、
ミ

ニ
ハ
ー
ド
ル
と
基
本
の
動
き
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。そ

の
後
、
各
種
目
練
習
に
な
り
ま
す
。

種
目
練
習
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
全
体
で
片

付
け
、
整
備
、
ダ
ウ
ン
と
言
う
流
れ
で
す
。

種
目
練
習
は
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ス

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
の
も
と
丁
寧
な
指

導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

指
導
ス
タ
ッ
フ
は
指
導
経
験
の
豊
富
な
者
、
競

技
経
験
豊
富
な
者
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
公
認

指
導
者
資
格
者
、
日
本
陸
連
公
認
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー

チ
資
格
者
、
日
本
陸
連
公
認
審
判
資
格
者
、
長
野

県
男
子
駅
伝
コ
ー
チ
で
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

指
導
と
い
い
ま
す
が
、
生
徒
の
成
長
に
少
し
で

も
役
立
て
ば
と
言
う
思
い
と
、
と
も
に
成
長
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
活
動
報
告
よ
り

1

活
動
の
概
要

走
る
こ
と
が
好
き
な
人
、
早
く
な
り
た
い
人
、

興
味
の
あ
る
人
た
ち
が
陸
上
競
技
に
触
れ
る
機
会

を
つ
く
る
。

２

成
果
と
課
題

走
る
こ
と
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
人
へ
の
活
動

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
部
活
の
み
の

人
も
お
り
、
部
活
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
、

地
域
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
。

３

７
年
度
の
方
向

更
な
る
入
会
者
数
の
増
加
や
地
域
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
内
容
な
ど
を
工
夫
し

て
い
く
。

４
月
26
日
、
松
本
市
の
や
ま
び
こ
ド
ー
ム
を
発
着
す

る
第
34
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
（
全
９
区
間
３

９
．
３
８
５
ｋ
ｍ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
千
曲
市
は
市

役
所
駐
車
場
で
当
日
朝
に
選
手
結
団
式
を
行
っ
た
。

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
へ
の
千
曲
市
チ
ー
ム
の
出
場
選

手
は
中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
全
13
人
。
ま
た
同
日
開

催
の
第
20
回
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

（
全
４
区
間
４
．
８
ｋ
ｍ
）
に
は
市
内
５
つ
の
小
学

校
か
ら
６
人
の
選
手
が

令
和
６
年
度
の
坂
城
町
高
校
生
タ
イ
国
研
修
事
業
の

報
告
会
が
５
月
21
日
、
坂
城
町
役
場
で
開
か
れ
た
。
今
回

研
修
に
参
加
し
た
高
校
生
は
１
年
生
と
２
年
生
の
計
８

人
（
坂
城
、
上
田
、
上
田
染
谷
丘
、
清
泉
女
学
院
）
。

高
校
生
た
ち
は
３
月
23
日
か
ら
27
日
ま
で
３
泊
５
日
の
日

程
で
タ
イ
を
訪
問
。
日
系
工
場
の
多
い
シ
ラ
チ
ャ
に
移

動
し
、
桜
井
製
作
所
、
日
精
樹
脂
工
業
、
都
築
製
作
所

の
３
社
の
現
地
工
場
を
視
察
し
た
。
翌
日
に
は
ア
ユ
タ

ヤ
に
移
動
し
遺
跡
群
を
見
学
し
た
ほ
か
、
首
都
バ
ン
コ

ク
で
日
本
大
使
館
を
訪
問
し
て
研
修
を
行
っ
た
。
最
終

日
は
タ
イ
の
高
校
生
と
共
に
市
内
を
散
策
し
た
り
、
食

事
を
共
に
し
て
交
流
し
た
。

報
告
会
で
は
全
員
で
感
想
を
発
表
し
、
リ
ー
ダ
ー
の

竹
前
颯
汰
さ
ん
（
上
田
）
は
「
タ
イ
王
国
も
日
本
も
互

そ
う
た

い
に
尊
重
し
合
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
」

と
語
っ
た
。
帰
国
し
た

翌
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

大
地
震
が
発
生
し
、
タ

イ
国
内
で
も
被
害
が
出

た
こ
と
か
ら
、
生
徒
達

か
ら
は
お
見
舞
い
の
言

葉
も
述
べ
ら
れ
た
。
坂

城
町
で
は
今
年
度
も
昨

年
度
と
同
時
期
に
タ
イ

国
で
の
研
修
を
予
定
し

て
い
る
。

ち
く
ま
未
来
フ
ェ
ス
タ

屋
代
高
校
附
属
中
学
の

生
徒
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍

５
月
17
日
、
信
州
の
幸
あ
ん
ず

ホ
ー
ル
で
「
第
６
回
ち
く
ま
未
来

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当

日
午
前
中
は
雨
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
昼
過
ぎ
に
は
晴
れ
間
に
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
＆
飲
食
ブ
ー
ス
で

は
千
曲
坂
城
消
防
組
合
や
千
曲
警

察
署
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の

家
族
連
れ
が
訪
れ
て
い
た
。
屋
代

高
校
附
属
中
学
校
か
ら
は
３
年
生

と
２
年
生
計
８
人
の
生
徒
が
運
営

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。

自
衛
隊
の
ブ
ー
ス
で
は
缶
バ
ッ
ジ

制
作
や
子
ど
も
向
け
の
制
服
試
着

な
ど
を
手
伝
っ
た
。
２
年
生
の

賈
岩
龍
く
ん
は
「
や
り
が
い
が

か　

が
ん
り
ゅ
う

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
千
曲
市
が

良
く
な
る
よ
う
な
こ
と
を
や
り
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

館
内
は
ク
ラ
フ
ト
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
た
ほ
か
、
大

ホ
ー
ル
で
「
千
曲
か
る
た
」
の

「
ち
く
ま
未
来
フ
ェ
ス
タ
杯
初
代

か
る
た
王
決
定
戦
」
が
開
催
さ
れ

た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
48
人

が
参
加
し
、
優
勝
者
に
遊
園
地
の

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
券
が
贈
ら
れ
た
。かるた王決定戦表彰式の様子

陸上専門部
「千曲坂城クラブ」ＶＯＬ⑮

詳細は左記二次元
コードから

（
写
真
と
文
・
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
陸
上
専
門
部
）

活
動
場
所
・
戸
倉
上
山
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
34
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

第
20
回
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

坂
城
町
高
校
生
タ
イ
国
研
修
事
業

報
告
会
を
開
催

研修に参加した生徒たち

屋代高校附属中のボランティアスタッフ

出
場
。
小
松
教
育
長
の

激
励
の
言
葉
を
受
け
て

選
手
は
バ
ス
で
現
地
へ

と
出
発
し
た
。

市
町
村
対
抗
駅
伝
は

51
市
町
村
が
出
場
し
、

千
曲
市
は
18
位
。
一

方
、
小
学
生
駅
伝
は
出

場
59
市
町
村
中
、
千
曲

市
が
15
位
、
坂
城
町
が
18

位
と
な
っ
た
。

選手結団式

第三回ひなた短編文学賞
【開催概要】 応募期間 ：2025年6月2日(月) ∼ 7月31日(木)
発表 ：2025年10月30日(木) 【募集作品】 テーマ ：「あら
たな一歩」をテーマにした1,200字以内の小説。 ジャンル ：
不問。ただし、コンテストの趣旨に寄り添った作品を求め
る。 応募資格 ：プロ、アマ不問。【主催】フレックスジャパン
株式会社【共催】一般社団法人日本メンズファッション協会

三回目の開催を迎えられることを、大変嬉しく思っており
ます。
今回のテーマは「あらたな一歩」。
誰にでも、人生の中で「あらたな一歩」を踏み出した瞬間が
あるはずです。
その瞬間を、あなた自身の物語として綴ってみてください。
今回は、協賛・後援も増え、賞もより充実いたしました。
ぜひ、受賞を目指してご応募ください。

選考委員長 塚田浩司（小説家）【特設サイト】
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ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
記
憶

５
月
18
日
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
の
第
１
話

先
行
上
映
会
が
上
山
田
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
40
年
代
前
半
の
温
泉
街
に

は
戸
倉
上
山
田
温
泉
内
に
は
４
カ

所
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
あ
っ
た
。

１
・
旧
信
州
観
光
ホ
テ
ル
の
前
に

あ
る
広
い
駐
車
場
。
か
つ
て
は
大

き
な
噴
水
が
あ
る
城
ヶ
池
が
あ
っ

た
。
ボ
ー
ト
が
浮
か
び
観
覧
車
も

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
温
泉
の
宿
泊

客
が
訪
れ
鯉
に
餌
を
与
え
た
り
、

釣
り
を
し
た
り
、
ボ
ー
ト
を
漕
い

だ
り
し
て
い
た
。

そ
の
池
を
埋
め
立
て
上
山
田
ボ

ウ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
２
階
建

て
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
10
レ
ー
ン

あ
り
、
そ
の
下
１
階
に
は
25
メ
ー

ト
ル
の
温
泉
熱
を
利
用
し
た
温
水

プ
ー
ル
、
戸
倉
上
山
田
中
学
校
の

水
泳
部
は
冬
中
そ
こ
で
練
習
を
し

て
い
た
。
水
泳
は
県
内
で
強
豪
校

だ
っ
た
。

２
・
信
州
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
は
８

レ
ー
ン
あ
っ
て
、
そ

の
二
階
に
は
シ
ア

タ
ー
宴
会
場
が
あ

り
、
宿
泊
客
の
夕
食

は
シ
ア
タ
ー
の

シ
ョ
ー
を
見
な
が
ら

食
事
を
す
る
形
式
に

な
っ
て
い
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
招
か
れ

た
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

た
。
シ
ョ
ー
以
外
に

は
会
議
や
結
婚
式
な

ど
も
行
わ
れ
た
広
い

宴
会
場
が
あ
っ
た
。
現
在
は
ラ

ポ
ー
千
曲
と
い
う
大
き
な
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
。

３
・
戸
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
は
千
曲
川
側
か
ら
入
る
ホ

テ
ル
玄
関
の
右
側
に
あ
り
、
大
き

な
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ピ
ン
の
立
体
看

板
が
あ
っ
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
洋

食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
持
っ
て
い

て
、
筆
者
が
東
京
か
ら
帰
省
後
そ

こ
で
ワ
イ
ン
会
を
企
画
し
た
こ
と

も
あ
る
。

４
・
温
泉
街
の
外
に
も
坂
城
と
の

境
界
近
く
に
大
規
模
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
が
あ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン

プ
の
倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現

在
は
（
株
）
八
光
電
機
長
野
物
流

セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
戸
倉
上
山
田
温
泉
が
一

番
輝
い
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。

「
上
山
田
温
泉
物
語
」
第
１
３
回

版
画
家
・
画
家
の
森
仁
志
さ
ん
（
２
０

１
４
年
没
）
が
主
宰
し
た
「
森
工
房
」
が

「
森
仁
志
美
術
館
」
に
改
称
し
、
５
月
３

日
か
ら
６
日
ま
で
追
悼
展
を
開
催
し
た
。

大
規
模
石
板
作
家
と
し
て
世
界
的
に
有
名

な
森
さ
ん
の
作
品
60
点
が
展
示
さ
れ
た
。

上
田
市
出
身
の
森
さ
ん
は
昭
和
54
年

（
１
９
７
９
）
、
坂
城
町
坂
城
に
工
房
を

新
築
。
工
房
の
設
計
は
京
都
駅
や
札
幌

ド
ー
ム
の
設
計
者
で
知
ら
れ
る
建
築
家
・

原
広
司
氏
が
手
が
け
た
。

森
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

地
方
の
遺
跡
・
カ
ル
ナ
ッ
ク
列
石
に
魅
せ

ら
れ
、
巨
石
を
題
材
に
し
た
石
板
作
品
を

数
多
く
制
作
し
た
。
妻
の
林
榮
子
さ
ん
に

よ
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
カ
ル
ナ
ッ
ク

の
巨
石
群
は
森
さ
ん
が
夢
の
中
で
見
た
景

色
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

館
内
に
は
工
房
時
代
に
石
板
の
印
刷
に

使
っ
て
い
た
大
型
の
プ
レ
ス
機
が
今
も
残

る
。
森
さ
ん
の
没
後
、
榮
子
さ
ん
が
工
房

で
年
一
回
追
悼
展
を
開
い
て
き
た
が
、
今

後
は
作
品
公
開
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く

意
向
だ
と
い
う
。

森仁志美術館（上）
森さんの大型石板作品（右）

森
仁
志
美
術
館

開
館
記
念
追
悼
展

５
月
24
日
、
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園

で
第
20
回
ば
ら
祭
り
が
開
幕
（
６
月
８
日

ま
で
開
催
中
）
。
開
祭
式
で
は
バ
ラ
公
園

の
管
理
を
行
っ
て
い
る
「
薔
薇
人
の
会
」

バ
ラ
ー
ド

の
宮
下
和
久
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。
式
に
引
き
続
き
植
樹
祭
も
執
り
行
わ

れ
、
坂
城
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
さ
か
き

の
輝
」
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
た
。

か
が
や
き

山
村
弘
町
長
は
20
回
の
節
目
に
当
た
り

「
こ
の
ば
ら
祭
り
は
い
ま
で
は
坂
城
町
を

代
表
す
る
祭
り
に
な
っ
た
。
坂
城
町
の
バ

ラ
公
園
は
山
に
囲
ま
れ
千
曲
川
に
も
近
く

自
然
の
な
か
に
あ
る
の
が
特
徴
。
い
ま
世

界
で
戦
争
が
続
く
な
か
、
ば
ら
や
平
和
を

楽
し
め
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
。
ぜ
ひ
坂

城
町
に
来
て
楽
し
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
」

と
語
っ
た
。
坂
城
町
と
姉
妹
都
市
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ツ
ェ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
フ
郡
も
ば
ら

公
園
が
有
名
だ
と
の
こ
と
で
、
今
後
交
流

し
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

な
お
「
薔
薇
人
の
会
」
は
町
外
か
ら
も

バ
ラ
ー
ド

多
く
の
入
会
者
が
い
る
と
の
こ
と
で
、
宮

下
会
長
は
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

坂城町オリジナルローズ
「さかきの輝」

４
月
26
日
、
上
山
田
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
昭
和
の
寅
や
」
が
オ
ー
プ
ン
３
周
年
を

記
念
し
て
「
み
ん
な
に
大
感
謝
祭
・
運
動

会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
運
動
会
は
寅
や

女
将
の
清
水
則
子
さ
ん
が
地
域
へ
の
感
謝

と
活
性
化
を
目
的
に
有
志
の
協
力
で
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
。
会
場
の
上
山
田
中
央

公
園
に
は
市
内
外
か
ら
１
１
０
人
以
上
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
開
会
式
に
続
い
て

「
大
縄
跳
び
」
や
「
玉
入
れ
」
な
ど
各
種

競
技
が
行
わ
れ
た
。
後
半
の
「
借
り
物
・

借
り
人
競
走
」
は
上
山
田
の
町
全
体
を

使
っ
て
実
施
。
各
店
舗
か
ら
指
定
さ
れ
た

物
や
人
を
借
り
て
来
る
と
い
う
趣
向
を
凝

ら
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

（
上
）
大
縄
跳
び

（
下
）
玉
入
れ

昭和の寅や
３周年大感謝祭 運動会

び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
で
５
月
11
日
、
第
３
回
さ
か

き
っ
ず
フ
ェ
ス
タ
（
主
催
・
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
村
上
小
学

校
の
鼓
笛
隊
に
よ
る
入
場
行
進
で
開
幕
。
坂
城
幼
稚

園
の
園
児
に
よ
る
リ
ズ
ム
や
、
坂
城
小
の
太
鼓
演
奏

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

刀
匠
の
宮
下
一
門
に
よ
る
五
寸
く
ぎ
ナ
イ
フ
づ
く
り

の
ほ
か
、
上
平
ゆ
ず
り
葉
・
上
平
こ
と
ぶ
き
会
に
よ

る
万
華
鏡
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
い
た
。
今
年
か
ら
坂
城
町
に
加
え

て
坂
城
町
商
工
会
も
共
催
と
な
り
、
会
場
に
展
望
台

も
設
置
さ
れ
、
企
業
の
展
示
ブ
ー
ス
も
増
え
た
。

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

進
行
役
の
坂
城
高
校
の
生
徒
た
ち

第
３
回

さ
か
き
っ
ず
フ
ェ
ス
タ

第
20
回

ば
ら
祭
り
開
幕
（
坂
城
町
）

植樹祭の様子
（さかき千曲川バラ公園）

【
写
真
】

（
右
上
）
１
・
上
山
田
ボ
ウ
ル
跡

（
右
下
）
２
・
信
州
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
跡

（
左
上
）
３
・
戸
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
跡

（
左
下
）
４
・
大
規
模
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
跡
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お
４
月
26
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
千
曲
国
際
交
流
協

会
主
催
の
「
第
16
回
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
」
が
白
鳥
園
多
目
的
広
場
と

戸
倉
創
造
館
に
会
場
を
移
し
て
開
催
さ
れ
た
。
キ

リ
ス
ト
教
の
お
祭
り
イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活
祭
）
で

お
な
じ
み
の
卵
探
し
ゲ
ー
ム
「
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
」

で
は
、
お
も
ち
ゃ
の
卵
が
多
目
的
広
場
に
撒
か
れ

た
。
卵
の
カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
お
菓
子
な
ど
が

入
っ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
卵
を
集

め
た
り
、
卵
運
び
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
た
。
創

造
館
の
３
階
ホ
ー
ル
で
は
ウ
サ
ギ
の
耳
を
付
け
て

国
際
交
流
協
会
手
作
り
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
り
、
殻
付
き
ゆ
で
卵
を
好
き
な
色
に
染
め
て
絵

を
描
く
「
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
」
に
挑
戦
し
た
。

今
回
は
初
め
て
ゴ
ス
ペ
ル
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

も
企
画
さ
れ
、
児
童
館
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
ゴ

ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
の
メ
リ
メ
ロ
エ
コ
ー
ズ
が
白
鳥

園
の
地
域
交
流
室
で
歌
声
を
披
露
し
た
。

＠
戸
倉
史
談
会
が
、
発
足
50
周
年
記
念

と
会
誌
「
と
ぐ
ら
」
第
50
号
発
行
記
念

の
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。
５
月
11

日
、
戸
倉
創
造
館
で
元
長
野
県
立
歴

史
館
総
合
情
報
課
長
の
宮
下
健
司
さ

ん
が
「
信
州
の
サ
ケ
（
鮭
）
文
化
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

宮
下
さ
ん
は
か
つ
て
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
大
量
の
サ
ケ
が
遡
上
し
て
き

た
千
曲
川
と
犀
川
に
つ
い
て
、
日
本

列
島
の
成
り
立
ち
か
ら
そ
の
特
色
を

解
説
。
信
州
の
サ
ケ
に
関
わ
る
歴
史

は
１
万
年
以
上
に
わ
た
る
と
い
い
、

県
内
で
も
縄
文
時
代
中
期
の
屋
代
遺

跡
群
か
ら
は
５
７
０
点
も
の
サ
ケ
の

歯
や
骨
が
出
土
し
た
。
古
代
に
は
平

城
京
跡
で
「
信
州
埴
科
郡
」
か
ら
納

め
ら
れ
た
サ
ケ
の
荷
札
木
簡
が
発
掘

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
戦
国
期

に
紀
伊
の
九
度
山
に
蟄
居
し
た
真
田

昌
幸
に
上
田
か
ら
サ
ケ
が
贈
ら
れ
た

逸
話
や
、
幕
末
の
和
宮
下
向
の
際
に

塩
尻
宿
で
サ
ケ
の
餡
掛
け
を
食
し
た

記
録
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
最
後
に

長
野
県
に
お
け
る
カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー

モ
ン
運
動
の
歴
史
と
信
州
サ
ー
モ
ン

の
開
発
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

戸
倉
史
談
会

発
足
50
周
年
記
念
講
演
会

宮
下
健
司
さ
ん
の
講
演
の
様
子

き
の
こ
種
菌
の
研
究
開
発
・
製
造
販
売
を
手
掛

け
る
内
川
の
㈱
千
曲
化
成
が
、
八
十
二
銀
行
の
地

方
創
生
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
応
援
私
募
債
を
利
用
し
て
、

五
加
小
学
校
に
跳
び
箱
を
贈
呈
し
た
。
５
月
16
日

に
千
曲
化
成
の
本
澤
和
人
社
長
と
八
十
二
銀
行
戸

倉
支
店
の
島
川
支
店
長
が
同
校
を
訪
問
し
、
目
録

を
手
渡
し
た
。
本
澤
社
長
は
「
地
域
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
。
こ
の
地
に
根
付
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
呈
し
た
」
と

語
っ
た
。
ま
た
「
き
の
こ
は
健
康
面
で
も
有
用
な

食
材
。
課
外
授
業
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
も
興
味

を
持
っ
て
見
聞
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
た
。
今
回
贈
呈
さ
れ
る
の
は
「
ソ
フ
ト
跳
び

箱
」
と
い
う
器
具
で
柔
ら
か
い
素
材
で
覆
わ
れ
て

お
り
、
ぶ
つ
か
っ
て
も
衝
撃
が
少
な
い
タ
イ
プ
。

「
姨
捨
の
棚
田
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
保

存
会
」
は
５
月
５
日
、
関
係
者
と
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
で
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
の

「
放
蛹
」
を
実
施
し
た
。
姪
石
苑
近
く

の
棚
田
で
、
幼
虫
の
食
草
と
な
る
ク
ラ

ラ
の
根
元
に
16
匹
の
蛹
を
埋
め
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
更
級
農
業

高
校
の
生
徒
が
放
蛹
に
参
加
。
２
年
連

続
で
放
蛹
を
行
っ
た
生
徒
も
い
た
。
同

校
で
は
山
か
ら
掘
り
上
げ
て
き
た
ク
ラ

ラ
を
学
校
で
栽
培
し
て
い
る
。
引
率
の

丸
山
教
諭
に
よ
る
と
、
ク
ラ
ラ
は
種
子

の
種
皮
が
硬
く
、
水
分
を
浸
透
さ
せ
に

く
い
「
硬
実
種
子
」
の
た
め
、
90
度
で

こ
う
じ
つ
し
ゅ
し

熱
湯
処
理
を
し
て
も
平
気
な
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
と
い
う
。

初
め
て
放
蛹
に
参
加
し
た
生
徒
は

「
蛹
が
思
っ
た
よ
り
小
さ
い
」
と
い
う

さ
な
ぎ

印
象
を
持
っ
た
ほ
か
、
姨
捨
の
棚
田
に

来
て
「
田
ん
ぼ
が
多
い
の
に
驚
い
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
保
存
会
で
は
５
月

25
日
に
見
学
会
を
実
施
。
蛹
は
２
～
３

週
間
程
度
で
羽
化
し
、
午
前
８
時
ご
ろ

か
ら
羽
化
を
始

め
る
と
い
う
。

そ
の
後
１
週
間

ほ
ど
で
交
尾
・

産
卵
し
て
そ
の

短
い
生
涯
を
終

え
る
。

クララ１株につき２つの蛹を埋める（左）
オオルリシジミの食草となるクララ（右）

戸
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

手
作
り
の
紙
エ
コ
バ
ッ
グ

千
曲
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
戸
上
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
の

利
用
者
が
古
新
聞
を
使
っ
て
制
作
し
た

エ
コ
バ
ッ
グ
を
地
元
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
に
提
供
し
て
い
る
。
５

月
８
日
に
は
戸
倉
上
山
田
商
工
会
に
利

用
者
ら
が
訪
問
し
、
１
２
０
個
の
エ
コ

バ
ッ
グ
を
贈
呈
し
た
。
市
内
で
は
更
埴

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
同
様
の

取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。戸倉上山田商工会

への贈呈（上）

紙エコバッグには
ＨＰのＱＲコード
が添付（右）

八
十
二
銀
行
「地
方
創
生
・Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
応
援
私
募
債
」

千
曲
化
成

五
加
小
学
校
に
跳
び
箱
を
贈
呈

千
曲
国
際
交
流
協
会

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ー
ト
ま
ち
か
ど
で
は
「
春
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展

春
を
巡
る
」
を
５
月
25
日
ま

で
開
催
し
た
。
「
春
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
絵
画
や
陶
芸
な
ど
多
彩
な
作
品
群

が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
回
令
和
６

年
度
の
新
た
な
収
蔵
作
品
も
同
時
に
お

披
露
目
し
た
。

現
在
は
旧
更
埴
地
区
の
高
校
美
術
部

員
た
ち
が
企
画
・
運
営
・
展
示
を
行
う

「
８
高
校
美
術
展
～
更
埴
地
区
高
校
美

術
展
～
」
が
６
月
３
日
ま
で
開
催
中
。

ア
ー
ト
ま
ち
か
ど

新
収
蔵
作
品
の
お
披
露
目

エッグアートのコーナーで
イースターエッグを制作ゴスペルミニコンサート ５

月
17
日
、
戸
倉
の
寿
高
原
食
品
に
よ
る
毎
年
恒
例

の
「
こ
と
ぶ
き
ジ
ャ
ム
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ジ
ャ

ム
や
果
汁
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
通
常
価
格
よ
り
２
割
か
ら

４
割
引
き
と
格
安
価
格
で
購
入
で
き
る
こ
の
人
気
イ
ベ

ン
ト
は
市
外
か
ら
も
多
く
の
客
が
訪
れ
て
い
る
。
今
年

も
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
果
実
ゼ
リ
ー

が
無
料
で
提
供
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
が
ミ
ニ
喫
茶
の

コ
ー
ナ
ー
で
味
わ
っ
て
い
た
。
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は

綿
あ
め
や
か
き
氷
の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

な
ど
も
用
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
１
０
０
０
円
以
上
の
購

入
で
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
た
。

一
番
人
気
は
コ
ッ
ペ
パ
ン
へ
の
ジ
ャ
ム
の
塗
り
放

題
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
が
、
今
年
は
６
年
ぶ

り
の
復
活
で
長
蛇
の
列
が
出
来
た
。
ジ
ャ
ム
だ
け
で
な

く
甘
辛
プ
ル
コ
ギ
も
人
気
を
集
め
て
い
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
影
響
で
予
定
し
て
い
た

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
・
千
曲
キ
ュ
ー

テ
ィ
ア
ン
ズ
の
ス
テ
ー
ジ
や
千
曲
市
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
あ
ん
姫
の
登
場
は
中
止
と
な
っ
た

も
の
の
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

「とぐら」５０号記念特別号

こ
と
ぶ
き
ジ
ャ
ム
祭
り

寿
高
原
食
品
１
０
６
周
年

コッペパンへのジャム塗り放題 雨にもかかわらず大勢の買い物客が詰め掛けた

新
収
蔵
作
品

「
燕
に
芭
蕉
」
小
川
柳
翠
（
墨
彩
）

㈱千曲化成 本澤和人社長（左）五加小学校での贈呈式の様子

㈱千曲化成

さ
ら
に
頭
部
が
凹
型
で
跳

び
箱
が
苦
手
な
児
童
に
も

易
し
い
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
五
加
小
学
校
の
大
滝

校
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が

よ
り
安
全
に
学
べ
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

更
級
農
業
の
生
徒
が
放
蛹

ほ
う
よ
う

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
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桑
原
出
身
の
書
家
、
故
・
松
林
天
上

て
ん
じ
ょ
う

さ
ん
の
漢
詩
を
刻
し
た
石
碑
が
曹
洞
宗

の
寺
院
・
龍
洞
院
に
建
立
さ
れ
、
５
月

11
日
に
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

松
林
天
上
さ
ん
は
八
幡
・
長
楽
寺
に

建
立
さ
れ
た
仲
秋
観
月
の
碑
な
ど
で
知

ら
れ
、
市
内
に
は
多
く
の
書
が
残
さ
れ

て
い
る
。
今
回
、
龍
洞
院
の
前
住
職
で

大
本
山
永
平
寺
・
南
澤
道
人
貫
首
の
発

案
に
よ
り
碑
の
建
立
が
実
現
し
た
。
漢

詩
は
「
掃
墓
」
と
い
う
題
で
、
墓
参
り

を
し
た
際
の
、
父
母
か
ら
の
愛
情
に
報

い
難
い
想
い
を
詠
ん
だ
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
本
堂
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
碑

の
建
立
を
実
現
し
た
次
女
の
西
澤
俶
子

さ
ん
と
三
女
の
松
林

女
（
か
ん
な
）

さ
ん
が
関
係
者
に
感
謝
を
述
べ
た
。

碑
は
黒
御
影
造
り
（
高
さ
１
２
９
ｃ
ｍ
）

龍
洞
院
（
桑
原
）

松
林
天
上
さ
ん
の

漢
詩
碑
を
建
立

４
月
24
日
、
屋
代
有
線
の
総
代
会
が
信
州
の
幸
あ
ん

ず
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
議
事
終
了
後
に
初
め
て
の
試
み

と
し
て
フ
ル
ー
ト
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。

フ
ル
ー
ト
奏
者
の
坂
口
実
優
さ
ん
は
長
野
市
若
穂
出

み

ゆ

身
。
幼
い
時
に
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
坂
口
さ
ん
は

フ
ル
ー
ト
と
の
出
会
い
で
人
生
が
一
変
し
た
と
話
す
。

こ
の
日
は
五
木
ひ
ろ
し
の
「
千
曲
川
」
や
吉
幾
三
の

「
雪
国
」
と
い
っ
た
歌
謡
曲
か
ら
、
人
気
Ｔ
Ｖ
番
組
の

Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
を
演
奏
。
さ
ら
に
親
子
の
心
の
触
れ
合
い

を
描
い
た
詩
を
朗
読
し

た
。
坂
口
さ
ん
自
身
が

作
曲
の
「
あ
な
た
が

笑
っ
て
く
れ
る
な
ら
」

も
披
露
し
「
私
の
演
奏

で
少
し
で
も
苦
し
み
を

取
り
除
き
、
貴
方
の
心

が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
私
の
願
い
で

す
」
と
語
り
か
け
た
。

屋
代
有
線
総
代
会

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
開
園
か
ら
50
年
を
迎
え
た
障
害
者
支
援
施
設

「
稲
荷
山
太
陽
の
園
」
で
４
月
27
日
、
関
係
者
を
招

い
て
記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
石
澤
裕
治
施
設
長
は

あ
い
さ
つ
で
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
「
行
政
に
よ

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
拡
充
と
、
近
隣
の
医

療
機
関
の
英
知
と
温
か
い
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
感
謝
を
述
べ

た
。
ま
た
、
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
・
大

志
会
の
竹
内
伊
吉
理
事
長
が
開
園
時
か
ら
の
社
会
変

化
と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
語
っ
た
。

ま
た
、
開
園
時
か
ら
の
利
用
者
を
代
表
し
て
大
田

勝
さ
ん
が
開
園
時
の
思
い
出
を
語

り
「
こ
こ
が
出
来
て
障
害
を
持
つ

親
も
本
人
も
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た

か
を
知
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
関
係
者
や
地
域
の

方
々
、
職
員
の
皆
様
方
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
太
陽
の
園
が
も
っ

と
発
展
し
、
長
く
存
続
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

式
典
後
、
職
員
が
制
作
し
た
記

科
野
の
里
歴
史
公
園
に
今
年

も
恒
例
の
鯉
の
ぼ
り
が
４
月
26
日

こ
い

に
取
り
付
け
ら
れ
た
。
屋
代
地

区
区
長
会
の
Ｏ
Ｂ
ら
に
よ
る

「
鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
る
会
」
の

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
は
今
年
で
第
16

回
。
１
０
８
匹
の
色
鮮
や
か
な

真
鯉
や
緋
鯉
ら
が
５
月
17
日
ま
で

ま
ご
い

ひ
ご
い

優
雅
に
大
空
を
舞
っ
た
。

歴
史
公
園
で
は
森
将
軍
塚
ク

ラ
フ
ト
展
が
定
期
的
に
開
催
中

（
月
１
回
）
。
５
月
５
日
と
11
日

に
は
「
古
墳
ｄ
ｅ
オ
ー
プ
ン
マ

イ
ク
」
と
題
し
て
音
楽
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
も
行
わ
れ
た
。

※
科
野
の
里
歴
史
公
園
で
は
、

４
月
か
ら
11
月
ま
で
芝
生
へ
の

ペ
ッ
ト
の
入
場
が
禁
止
と
な
っ

た
。
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
が
残
さ
れ

る
事
例
に
苦
情
が
続
い
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
森
将
軍
塚
古

墳
館
は
公
園
周
り
で
の
適
切
な

利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

クラフト展の民族音楽演奏（５月11日）

記念式典の様子（上）
魔法使いアキットさんのマジック（下）

左からホリプロの南田裕介さん、ダーリンハニー吉川
正洋さん、ななめ45°岡安章介さん、田中匡史さん

屋
代
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
５
月

４
日
、
し
な
の
鉄
道
主
催
に
よ
る
鉄

道
フ
ァ
ン
向
け
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
ふ
ふ
ふ
な
鉄
ト
ー
ク
ｉ
ｎ
屋
代

駅
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
ふ
ふ
ふ
な

鉄
ト
ー
ク
」
は
鉄
道
好
き
で
知
ら
れ

る
芸
能
人
や
芸
能
関
係
者
に
よ
る
鉄

道
フ
ァ
ン
の
た
め
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
。
Ｔ
Ｖ
番
組
「
タ
モ
リ
倶
楽
部
」

の
鉄
道
倶
楽
部
に
も
出
演
し
て
い
た

お
笑
い
芸
人
の
ダ
ー
リ
ン
ハ
ニ
ー
・

吉
川
正
洋
さ
ん
、
な
な
め
45°

・
岡

安
章
介
さ
ん
や
、
ホ
リ
プ
ロ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
南
田
裕
介
さ
ん
に
テ
レ
ビ

番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
田
中
匡
史
さ

ん
を
加
え
た
４
人
が
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
料
金
は
一
般
３
０
０

０
円
（
し
な
の
鉄
道
沿
線
住
民
は
２

５
０
０
円
）
だ
っ
た
が
、
１
０
０
人

の
定
員
は
満
席
。
県
内
だ
け
で
な
く

関
東
や
関
西
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
も

い
た
。
鉄
道
ネ
タ
満
載
の
爆
笑
ト
ー

ク
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
鉄
道

コ
ン
ト
や
し
な
の
鉄
道
の
「
あ
る
あ

る
ネ
タ
」
も
飛
び
出
し
、
鉄
道
愛
に

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
会

場
で
は
１
１
５
系
部
品
販
売
も
行
わ

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

屋
代
駅
に
鉄
道
好
き
芸
能
人
が
集
結

ふ
ふ
ふ
な
鉄
ト
ー
ク
ｉ
ｎ
屋
代
駅

得意の鉄道ネタを披露する
ホリプロマネージャー・南田さん

科
野
の
里
歴
史
公
園

こ
い
の
ぼ
り
＆

ク
ラ
フ
ト
展

開
園
５
０
周
年
記
念
式
典

社
会
福
祉
法
人

大
志
会

太
陽
の
園

念
動
画
を
上
映
。
さ
ら
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
魔
法
使
い
ア
キ
ッ
ト
さ
ん

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
ス
プ
ー
ン
曲
げ
、
空
中
浮
遊
な

ど
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。

Ｒ
ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
モ
ル
ッ
ク
」大
会
開
催

千
曲
市
余
熱
利
用
施
設
Ｒ
ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
シ

ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
５
月
18
日
、
「
Ｒ
ｅ
Ｓ

Ｐ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、
屋
外
広
場
に
は
巨
大
な

エ
ア
ー
遊
具
が
設
置
。
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
表

も
あ
り
、
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

広
場
の
芝
生
の
上
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
の
大
会

も
開
催
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
県
内
外
か

ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
初
心
者
向
け
に

モ
ル
ッ
ク
の
無
料
体
験
会
も
行
わ
れ
た
。

主
催
の
「
モ
ル
ッ
ク
千
曲
」
は
八
幡
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
治
田
公
園
で
活
動
し

て
い
る
。
柳
澤
一
馬
代
表
は
「
モ
ル
ッ
ク

は
本
場
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
の
ん
び
り
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

モルック千曲
のＳＮＳ→

歴史公園の鯉のぼり

モルックの試合風景
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こんにちは、イギリス生まれのユーモア作家、
PⅮGⅮウッドハウスの翻訳をしております、森村
たまきです。毎月お届けしてきたこちらの連載で
すが、今号にて一区切りとなります。今回は私が
評議員として関わってもいる長野県出身学生のた
めの信濃育英会信濃学寮の常務理事、久保田宗貴
さんのご紹介をさせていただきましょう。
久保田さんは昭和18年のお生まれで、屋代高校

を卒業後は慶應大学で国際政治を学ばれ、昭和41
年に北野建設に入社されました。慶応在学中に観
戦した慶早戦で、早大野球部にいた同郷の先輩、
春原選手がレフトスタンドにホームランを打ち込
んだのが鮮烈な思い出だそうです。
入社後は海外事業部で10年あまり勤務され、そ

の間インドネシアや中東のサウジアラビア、イエ
メンで長く働かれました。若い頃に赴任されたイ
ンドネシアではすぐに現地になじみ、半年ほどで

インドネシア語に不自由しなくなったそうです。
その後、プラント建設専門の千代田化工建設にて
ほぼ30年インドやメキシコのプラント建設現場と
本社（横浜）での調達業務に携わられました。赴
任当時のインドは非常に貧しく、いろいろ苦労し
たけれど今はよい思い出だったと振り返られま
す。
信濃育英会では寮運営に心を砕かれるだけでな

く、県出身の寮生たちと海外からの留学生をつな
げる交流事業にご尽力され、学生のための国際交
流旅行を毎年続けていらしたのですが、それはこ
うした海外経験で国籍を越えて人と人とがつなが
る大切さを実感されてきたゆえなのだと拝察しま
す。
ご実家は篠ノ井共和で昭和初期からりんご農家

を営まれてきた旧家で、久保田さんは６人兄妹の
４男さん。欧州放浪で出逢ったアメリカ人の奥様
とニューヨークに永住された一つ上のお兄様がい
らっしゃったことはかねがね伺っていたのです
が、昨年は亡きお兄様の一人娘さんの元を訪ねら

れたそうで、今やその姪御さん（久保田ニナさ
ん）はニューヨーク市学校建設局をCEOとして率
いる立場なのだと嬉しそうにお話ししてください
ました。
今期にて信濃育英会の常務理事のお役はご退任

されますが、今後も県出身学生の支援は公私とも
に続けていかれることと期待します。屋代高校時
代の思い出は全校マラソンで千曲川の土手を走っ
たこと、とおっ
しゃるのを伺っ
て、私もその場
所とそこに吹く
風の香りを思い
出しました。
※久保田宗貴さん
と市ヶ谷駅入口で

essay 東京だより(第13回)

著者紹介

森村たまき 翻訳家 内川出身

歌
壇

安
曇
於
保
奈

選

あ

ず
み

お

ほ

な

【
秀
逸
】

山
桜
か
わ
た
れ
ど
き
を
散
り
ゆ
か
む

ほ
ど
ほ
ど
孤
独
ほ
ど
ほ
ど
自
由

百
合

「
か
わ
た
れ
ど
き
」
は
「
彼
は
誰

か
」
と
顔
が
判
別
し
に
く
く
な
っ
た
夕

暮
れ
時
の
こ
と
。
「
黄
昏
」
も
「
誰
そ

彼
」
か
ら
来
て
い
る
。
山
桜
が
も
う
散

り
始
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
つ

つ
、
わ
が
身
を
思
う
と
、
孤
独
で
も
あ

り
ま
た
自
由
で
も
あ
る
。
「
ほ
ど
ほ
お

ど
」
が
二
つ
に
つ
い
て
歌
に
な
っ
た
。

自
分
を
桜
に
重
ね
、
恬
淡
と
老
境
を
詠

う
。

【
佳
作
】

愛
犬
を
連
れ
て
散
歩
の
人
の
顔
犬
に

似
る
と
も
犬
が
似
る
と
も

甘
利
真
澄

犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
人
の
顔
は
、

犬
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
、
ま
た
犬
が

人
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
作

者
。
信
頼
関
係
に
あ
る
人
と
犬
を
よ
く

観
察
し
て
歌
に
さ
れ
た
。

【
入
選
】

承
認
欲
求
あ
る
な
ら
ん
ド
レ
ス
ア
ッ
プ

し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る

つ
き
は
ら

百
旒
（
ひ
ゃ
く
り
ゅ
う
）
の
鯉
泳
ぐ
里
五

月
晴
れ
幼
き
子
ら
と
二
度
ぼ
こ
の
わ
れ

宮
坂
岩
子

久
々
に
再
会
す
る
も
見
失
う
後
頭
部
に

は
面
影
な
き
に

湯
本
孝
一

イ
ン
フ
ラ
の
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
起
き

る
た
び
納
入
ベ
ン
ダ
ー
連
日
徹
夜中村

邦
久

東
京
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
食
事
オ
ー
ダ
ー

私
に
は
不
便
誰
に
便
利
か

中
村
妙
子

雨
上
が
り
畑
の
草
刈
り
そ
の
そ
ば
で

わ
れ
よ
わ
れ
よ
と
鳥
が
群
れ
な
す小橋

浩
樹

村
ま
つ
り
静
か
な
お
囃
子
聞
こ
え
来
る

懐
か
し
き
か
な
華
や
ぐ
ま
つ
り

昼
行
燈

前
回
に
続
き
、
高
野
公
彦
（
１
９
４

１
～
）
の
最
新
歌
集
『
水
の
自
画
像
』

か
ら
鑑
賞
し
た
い
。

日
本
を
救
ふ
は
ず
の
火

魔
の
火
と
な

り
て
消
せ
な
い
そ
の
火

ヒ
ト
わ
れ
は
光
合
成
が
で
き
な
く
て
草

木
（
そ
う
も
く
）
を
食
み
鳥
獣
を
食
む

【
お
詫
び
と
訂
正
】

５
月
号
掲
載
歌
で
「
九
十
路
翁
短
歌

を
武
器
と
し
六
冊
の
満
蒙
開
拓
の
歴
史

伝
え
ぬ
」
の
作
者
は
宮
坂
岩
子
さ
ん
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
応
募
要
領
】

■
官
製
は
が
き
に
三
首
ま
で
（
二
重
投

稿
は
不
可
）
■
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
付
記
■
締
め
切
り
毎
月
十
日
■
宛

先
〒
３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲
市
桜

堂
５
２
１

屋
代
西
沢
書
店
２
階

ち
く
ま
未
来
新
聞

歌
壇
係

屋
代
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
生

萱
の
沢
山
川
土
手
に
生
息
す
る

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
保
護
活
動
に

参
加
し
た
。
沢
山
川
の
在
来
生
物

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
「
水
辺

の
生
物
を
助
け
ふ
れ
あ
お
！
」
の

グ
ル
ー
プ
（
担
当
・
村
石
健
一
教

諭
）
で
は
昨
年
、
川
の
上
流
の
ス

ケ
ッ
チ
パ
ー
ク
で
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど

の
水
辺
に
住
ん
で
い
る
生
き
物
に

つ
い
て
調
べ
た
。
今
年
は
２
年
生

４
人
の
発
案
で
、
千
曲
市
市
民
環

境
会
議
が
長
年
行
っ
て
き
た
ジ
ャ

コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
保
護
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
市
の
環
境
課
に
問

い
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
保
護
活

動
を
続
け
て
き
た
保
護
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
前
代
表
の
堀
口
強
さ
ん
か
ら

指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
５
月

16
日
、
１
年
生
と
２
年
生
28
人
が

沢
山
川
右
岸
の
心
誓
橋
に
集
合
。

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
が
卵
を
産
み
つ

け
る
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
の
支
柱
立

て
を
行
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
竹
の

支
柱
を
地
面
に
差
し
込
む
の
に
苦

労
し
な
が
ら
、
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ

の
蔓
を
ひ
も
で
結
ん
で
固
定
し
て

つ
る

い
っ
た
。
こ
の
日
は
幼
虫
を
確
認

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、

ち
ょ
う
ど
成
虫
が
飛
ん
で
く
る
様

子
を
目
撃
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

５月13日、令和7年度の屋代公民館「ゆうゆ
う学級」の開講式が同公民館講堂で行われた。
今年度の登録受講者数は男性8人、女性46人の
合計54人。開講式に続いて第１回講座「歴史・
文化講座」が開かれ、長野県考古学会会長の矢
島宏雄さんが古墳とまちづくり、のうもだんの
会・前山忠重さんが能について講演した。講演
後、バリスタ千曲チャオのメンバーによるコー
ヒーのレクチャーも行われ、参加者には淹れた

い

てのコーヒーと手作りの洋菓子が提供された。

ゆうゆう学級（屋代公民館） 歴史・文化講座を開催

今年度の講座は２回の市外
研修を含め全10回の予定

屋代公民館（５月13日）

屋
代
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
沢
山
川
で

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
保
護
活
動
を
体
験

支柱を立てる屋代中学校の生徒たち
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選
者

宇
沢
伊
十

よ
く
噛
ん
で
よ
く
よ
く
噛
ん
で
さ
ら
に
噛
む

と
し
を

病
は
気
か
ら
背
筋
伸
ば
し
て
深
呼
吸

俊
明

浮
き
浮
き
と
友
待
ち
伏
せ
て
花
見
会

依
子

雨
降
り
は
健
康
だ
っ
て
気
が
重
い

ふ
じ
子

今
の
世
は
呑
気
が
悪
い
事
の
よ
う

富
士
夫

な
ん
て
こ
と
Ｅ
テ
レ
以
外
み
な
中
居

し
げ
る

近
頃
は
病
が
増
え
て
金
が
減
り

謙
三

楽
し
い
川
柳

千
曲
川
柳
会

選
者

青
木
く
美
子
（
り
ん
ど
う
同
人
）

少
年
の
風
切
る
肩
や
麦
の
秋

有
美
子

廃
校
の
動
か
ぬ
時
計
若
葉
風

厚
子

甚
平
や
即
か
ず
離
れ
ず
二
人
の
歩

み
き
子

ま
か
な
い
の
山
震
わ
せ
る
青
嵐

一
子

若
葉
風
夢
に
も
出
な
い
夫
の
忌

孝
子

白
牡
丹
大
黒
さ
ん
の
深
会
釈

奈
美
江

大
輪
の
白
き
牡
丹
や
釈
迦
如
来

久
惠

青
柳
や
足
湯
に
揃
ふ
ス
ニ
ー
カ
ー

吉
と
し

ハ
イ
ハ
イ
や
重
箱
詰
め
の
柏
餅

か
ほ
る

さ
あ
春
だ
土
と
向
き
合
ふ
八
十
路
か
な

睦
子

山
笑
ふ
「
お
ー
い
」
が
合
図
野
良
の
お
茶

弘
子

蜂
の
分
蜂
一
匹
吾
に
体
当
り

遊
耳

菜
の
花
や
夫
と
立
ち
よ
る
野
点
席

律
子

緋
牡
丹
や
押
す
足
軽
き
車
椅
子

直
喜

ち
く
ま
未
来
俳
句

俳
句
で
人
生
に
潤
い
を
、
お
気
軽
に

ご
投
句
下
さ
い
。
■
投
句
先

〒
３
８

７‐

０
０
１
２
千
曲
市
桜
堂
５
２
１

ち
く
ま
未
来
新
聞
「
俳
句
係
」
（
屋
代

西
沢
書
店
２
階
）

『
ま
っ
ぷ
る
信
州
，
２
６
』
（
昭
文
社
）

地
図
の
出
版
で
有
名
な
昭
文
社
か
ら
人
気
シ
リ
ー
ズ
の

最
新
版
が
刊
行
。
信
州
の
最
新
情
報
が
詰
ま
っ
た
旅
行
者

必
携
の
ガ
イ
ド
本
。
写
真
や
地
図
も
豊
富
で
、
わ
か
り
や

す
く
案
内
し
て
い
る
。
見
逃
せ
な
い
自
然
の
絶
景
や
、
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
話
題
の
地
元
グ
ル
メ
ま
で
網
羅
。

「
信
州
ド
ラ
イ
ブ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
に
は
高
原
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
や
道
の
駅
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

価
格
１
３
２
０
円
（
税
込
）
全
国
書
店
に
て
発
売
中
。

公式HP

コ
ミ
ッ
ク
新
刊

１巻から７巻
まで刊行済
各巻７９２円
（税込）から

「
胚
培
養
士
ミ
ズ
イ
ロ
」
第
７
巻

は
い
ば
い
よ
う
し

お
か
ざ
き
真
理
（
小
学
館
ビ
ッ
グ
コ

ミ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ツ
連
載
中
）

映
画
化
さ
れ
た
「
彼
女
が
死
ん

じ
ゃ
っ
た
。
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
上

田
市
出
身
の
漫
画
家
・
お
か
ざ
き
真

理
の
最
新
作
が
４
月
30
日
に
発
売
。
不

妊
治
療
の
現
場
で
働
く
“
胚
培
養

士
”
を
描
く
医
療
ド
ラ
マ
。
現
在
、

第
29
回
手
塚
治
虫
文
化
賞
マ
ン
ガ
大
賞

の
最
終
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
中
。

【
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

（
地
上
波
）
テ
レ
ビ
信
州
・
７
月
12
日

よ
り
毎
週
土
曜
日
25
時
～
25
時
30
分
／

（
衛
星
放
送
）
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
・
７
月
10

日
よ
り
毎
週
木
曜
日
22
時
30
分
～
23
時

先行上映後のトークショー
出演声優の３人がボウリングに挑戦
写真提供︓㈱ポニーキャニオン

千曲市を舞台にした女子高生の青春アニメ「Turkey！」最速上映会
タ ー キ ー

５月18日、上山田文化会館
でＴＶアニメ「Turkey！」の先
行上映会が開催された。７月か
らの放送を前に“世界最速”で
第１話が公開されるとあって開
場の４時間前から行列ができ
た。出演声優の菱川花菜さん、
天麻ゆうきさん、伊藤彩沙さん

も登場し、会場を盛り上げた。
物語は女子高生５人のひと夏

の物語。１話はネタバレ厳禁の
衝撃展開で、来場者からは「早
く２話が見たい。続きが楽し
み」と放送を待ち望む声が聞か
れた。「Turkey！」は７月より
全国で放送開始。【関連記事5面】

寿野球全国大会
こ と ぶ き や き ゅ う

第５０回大会を開催
参加資格が満40歳以上で選手９人の年齢合計が450歳以上

のチームという「寿野球全国大会」が50回目の記念大会を５
月11日に開催した。今年は県内から21、県外から19チーム
が参加。登録選手の最高齢は大会創始者で寿野球全国大会元
会長の吉松俊一さん（長野生涯球友所属）の91歳だった。
戸倉野外趣味活動センター野球場で行われた開会式では優

勝旗が返還され、昨年大会最高優勝の御前崎ＯＢ野球倶楽部
（静岡県）の大川修弘監督が「歳をわきまえ救急車の世話に
は絶対ならないよう」と、ユーモアに富んだ選手宣誓で会場
の笑いを誘った。
寿野球は昭和51年（1976）、当時の更埴市で発足。現在

は千曲市と坂城町の11球場で試合が行われている。

野球

試合会場の各球場に
は、球音とともに年齢を
感じさせない若々しい歓
声が響いていた。

ボアルース長野
６月試合日程（ホームゲーム）

試合会場 ことぶきアリーナ千曲
１５日（日）１４：００∼
ｖｓ ボルクバレット北九州
試合会場 ホワイトリング
２９日（日）１４：００∼
ｖｓ フウガドールすみだ

ボアルース長野
フットサルＦリーグ ディビジョン１

ボアルース
長野公式
YouTube

Ｆ１復帰を決めたボアルース
今季のチームスローガン「限界を
超えろ∼ALIVE∼」の題字は驥山
館・川村龍洲館長の手によるもの

キャラクターのパネルの前で撮影

※
今
月
号
の
「
お
じ
ょ
こ
な
８
０
０
字
小
説
」
は
お
休
み
で
す

開会式での選手宣誓



令和７年(２０２５年) ６月１日発行 第６５号１２面 【スポーツ】

信州プロレス 千曲市と連携協定

エンタメで地域活性化と魅力発信

長野県内自治体で初のタッグ結成
千
曲
市
が
信
州
プ
ロ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
と
地
域
活
性
化
や
市
の
魅
力
発

信
を
目
的
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
５
月
５
日
、
戸
倉
創
造
館
で
信
州

プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
が
旗
揚
げ
18
周
年
大
会

を
開
催
。
千
曲
市
の
小
川
市
長
と
信
州
プ

ロ
レ
ス
代
表
・
グ
レ
ー
ト
無
茶
さ
ん
（
長

野
県
議
）
が
異
例
の
リ
ン
グ
上
で
の
協
定

締
結
式
を
行
っ
た
。
市
総
合
政
策
課
の
司

会
進
行
に
よ
り
、
小
川
市
長
と
グ
レ
ー
ト

無
茶
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
曲
に
乗
っ

て
入
場
。
小
川
市
長
は
無
茶
さ
ん
と
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
合
戦
の
後
「
信
州
プ
ロ
レ

ス
さ
ん
と
千
曲
市
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
素
晴

ら
し
い
街
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。
一
方
の
無
茶
さ
ん

は
、
実
は
団
体
旗
揚
げ
前
に
千
曲
市
を
拠

点
に
練
習
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
「
信

州
プ
ロ
レ
ス
、
18
年
の
時
を
経
て
千
曲
市

に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
！
」
と
高
ら
か
に

宣
言
。
「
千
曲
市
か
ら
長
野
県
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

信
州
プ
ロ
レ
ス
の
試
合

プロレス

リ
ン
グ
上
で
の
調
印
式

リベルタス千曲ＦＣ
F.Cバイオレッツ

サッカー県リーグ１部

信
州
Ｂ
Ｗ
は
５
月
３
日
か
ら
始
ま
っ

た
プ
レ
ー
オ
フ
ク
オ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ナ

ル
で
鹿
児
島
と
対
戦
。
第
１
戦
と
第
２

戦
は
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
Ｐ
Ｖ
）
が
行
わ
れ
、

１
３
０
０
人
ほ
ど
の
観
客
が
遠
く
離
れ

た
試
合
会
場
に
向
け
て
声
援
を
送
っ

た
。
勝
負
は
第
３
戦
ま
で
も
つ
れ
た

が
、
Ｂ
Ｗ
が
２
勝
１
敗
で
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ
ル
に
進
出
。
市
内
桜
堂
の
平
林
時
計

店
は
急
き
ょ
Ｐ
Ｖ
を
告
知
し
、
集
ま
っ

た
ブ
ー
ス
タ
ー
で
勝
利
を
祝
っ
た
。

続
く
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
西
地
区
１

位
の
千
葉
と
対
戦
し
た
が
、
Ｂ
Ｗ
は
故

障
で
主
力
を
欠
き
連
敗
。
フ
ァ
イ
ナ
ル

進
出
と
は
な
ら
ず
、
Ｂ
１
復
帰
は
叶
わ

な
か
っ
た
。
17
日
か
ら
の
福
岡
と
の
３

位
決
定
戦
も
１
勝
１
敗
と
な
っ
た
が
第

３
戦
で
１
０
１‐

９
４
と
勝
利
を
収

め
、
今
シ
ー
ズ
ン
を
３
位
で
終
え
た
。

信州ブレイブウォリアーズ

プレーオフは惜敗
最終順位は３位にプロバスケ

Ｂリーグ

クオーターファイナル第２戦
パブリックビューイング

（５月４日 ホワイトリング）

クオーターファイナル第３戦
パブリックビューイング

（５月５日 長野県バスケットボール協会）

１４日（土）1５：００∼
vs ＦＣ岐阜

AC長野パルセイロ J3 ６月日程（ホーム）

試合会場は長野Ｕスタジアム

高校野球

第１５２回 春季北信越高校野球県大会
高校野球春季北信越大会長

野県大会は５月19日、飯田
県営野球場で決勝戦が行わ
れ、長野商が松本国際に６−
２で勝利。長野商は春の大会
で39年ぶりの優勝を果たし

た。長野商は31日から新潟
県で開幕する北信越大会へ出
場する。一方、３位決定戦は
東京都市大塩尻が上田西（セ
カンド・日比野大葵くん／坂
城中）に７−０で勝利した。

リベルタス千曲ＦＣ
ｖｓＦ．Ｃ．中野エスペランサ
（５月２５日 千曲市サッカー場）

今
シ
ー
ズ
ン
は
リ
ベ
ル
タ
ス
千
曲
が
北
信
越

リ
ー
グ
か
ら
降
格
と
な
り
６
季
ぶ
り
に
長
野
県

リ
ー
グ
で
戦
う
た
め
、
リ
ー
グ
公
式
戦
で
Ｆ
．

Ｃ
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
と
の
千
曲
ダ
ー
ビ
ー
が
実
現

す
る
。
同
じ
千
曲
市
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
し

て
ラ
イ
バ
ル
の
両
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
千
曲

市
長
杯
な
ど
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。

今
年
最
初
の
公
式
戦
で
の
対
戦
は
５
月
18
日
に

筑
北
村
サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ
れ
た
全
国
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
長
野
県
大
会
の
準
決

勝
。
両
者
と
も
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
は
３‐

２

で
リ
ベ
ル
タ
ス
が
勝
利
し
、
決
勝
へ
と
駒
を
進

め
た
。

県
リ
ー
グ
は
５
月
11
日
に
開
幕
。
リ
ベ
ル
タ

ス
は
ホ
ー
ム
・
千
曲
市
サ
ッ
カ
ー
場
で
今
季
１

部
に
昇
格
し
て
き
た
南
箕
輪
Ｆ
Ｃ
を
迎
え
撃
っ

た
。
前
半
、
立
て
続
け
に
ま
さ
か
の
２
失
点
を

喫
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
す
ぐ
さ
ま
反
撃
。
４

‐

２
で
勝
利
し
て
貫
禄
を
見
せ
つ
け
た
。

一
方
の
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
は
ア
ウ
ェ
イ
で
Ｆ
．

Ｃ
．
中
野
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
と
対
戦
し
１‐

２
と

惜
敗
。
続
く
５
月
25
日
の
第
２
節
は
南
箕
輪
と

対
戦
、
５‐

０
で
快
勝
し
て
今
季
初
白
星
を
挙

げ
た
。
リ
ベ
ル
タ
ス
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
を
破
り

開
幕
２
連
勝
と
し
て
い
る
。
県
リ
ー
グ
１
部
は

８
チ
ー
ム
の
１
回
戦
総
当
た
り
方
式
。
注
目
の

直
接
対
決
「
千
曲
ダ
ー
ビ
ー
」
は
第
６
節
の
７

月
13
日
（
日
）
、
千
曲
市
サ
ッ
カ
ー
場
に
て
。

Ｆ．Ｃバイオレッツ
ｖｓ 南箕輪ＦＣ

（５月２５日 千曲市サッカー場）

※６月は両チームとも千曲市サッカー場での試合は無し

ｖｓ．相模原（５月３日）

ＡＣ長野パルセイロ ＆ レディース
信州ダービーは１分１敗
レディースは全日程終了

Ｊリーグ ディビジョン３／WEリーグ

サッカー

パ
ル
セ
イ
ロ
は
５
月
３
日
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
企
画
の
相

模
原
戦
に
今
季
最
多
の
７
２
７

５
人
の
観
客
を
集
め
た
も
の

の
、
３
月
23
日
の
福
島
戦
以
降

未
勝
利
と
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
。
順
位
も
降
格

圏
が
迫
り
危
機
的
状
況
に
。
14

日
に
行
わ
れ
た
今
季
初
の
信
州

ダ
ー
ビ
ー
は
ド
ロ
ー
、
11
日
の

県
選
手
権
決
勝
戦
で
も
松
本
に

敗
れ
た
。
６
月
の
ア
ウ
ェ
イ
３

試
合
で
勝
ち
点
を
積
み
上
げ
ら

れ
る
か
が
浮
上
の
鍵
と
な
る
。

レ
デ
ィ
ー
ス
は
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ

の
全
日
程
が
終
了
。
５
月
10
日

の
ホ
ー
ム
最
終
戦
は
大
阪
に
勝

利
し
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。
18

日
は
Ｕ
ス
タ
で
フ
ァ
ン
感
謝
祭

が
開
か
れ
た
。
今
季
は
６
勝
３

分
12
敗
で
12
チ
ー
ム
中
８
位
。

観
客
数
は
１
０
０
０
人
を
割
る

試
合
が
続
き
動
員
に
も
苦
し
ん

だ
。
一
方
、
今
季
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ

は
広
島‐

神
戸
戦
で
過
去
最
多

の
２
万
人
超
の
動
員
記
録
を
達

成
。
Ｕ
ス
タ
で
も
お
客
を
呼
べ

る
熱
い
試
合
を
期
待
し
た
い
。ｖｓ．ちふれAS埼玉（５月４日）


